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学会発表数

社会活動

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

その他
 非常勤講師

 学術賞受賞

木場杏夏・学部学生
第127回 日本解剖学会総会･全
国学術集会　学生セッション優
秀賞

日本解剖学会
頚・胸・腰・仙髄間における
神経根根糸の形態比較

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

高村敬子・准教授 第15回良順教育賞 長崎大学医学部

医学教育について優れた実績
を有し、その成果が医学教育
の分野において多大の貢献を
したため

佐伯和信・講師 非常勤講師 九州医学技術専門学校

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

佐伯和信・講師 非常勤講師 長崎医療技術専門学校

研　究　題　目

弦本敏行・教授 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)「皮質骨微細構造の形態解析：
臨床用CTを応用した骨質評価方法確立のた
めの基礎研究」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

佐伯和信・講師 長崎市 八百屋町遺跡出土人骨の分析調査業務委託

髙村敬子・准教授 日本学術振興会 代表
若手研究「Thiel法解剖体を用いた新たな腹
部超音波ガイド下神経ブロック法の確立」

髙村敬子・准教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)「皮質骨微細構造の形態解析：
臨床用CTを応用した骨質評価方法確立のた
めの基礎研究」

佐伯和信・講師 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)「皮質骨微細構造の形態解析：
臨床用CTを応用した骨質評価方法確立のた
めの基礎研究」

髙村敬子・准教授 編集委員 Asian journal of paleopathology

佐伯和信・講師 評議委員 日本人類学会

髙村敬子・准教授 編集幹事 日本古病理学研究会

髙村敬子・准教授 支部代議員 一般社団法人日本解剖学会九州支部

弦本敏行・教授 理事 日本古病理学会

弦本敏行・教授 評議員 日本解剖学会

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

弦本敏行・教授 編集長 Asian journal of paleopathology

森山 正章,富永 哲郎,野中 隆,橋本 泰匡,濱崎 景子,荒井 淳一,澤井 照光,高村 敬子,弦本 敏行,永安 武：Cadaver
surgical trainingを用いたadvanced surgeryに対する大腸外科医の育成法. 日本消化器外科学会総会 77回: O27,
2022.
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 特筆すべき事項
①当教室は、長年、形質人類学的研究を行う中で、縄文時代から近世まで合計4000体以上の古人骨資料を蒐
集・保管しており、他の研究機関にも活用されている。
②平成23年より、法医学教室を主体とする「死因究明専門医育成センター」が設置され、AI用CT装置の運用
が開始した。それに併せて、当教室においてもこのシステムを利用して取得したCT画像を解剖学実習で供覧
できるようハード、ソフト面での環境を整え、先進的システムを取り入れた解剖学教育を実施している。
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